
平成２５年９月３０日（月）～１０月６日（日）〔平成２５年第４０週〕の感染症発生状況 

第４０週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)手足口病 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 でした。 

感染性胃腸炎は定点当たり３．６７人と前週（２．９１）より患者報告数は増加しましたが、例年よりやや低いレベルで推移しています。

手足口病は定点当たり１．１２人と前週（０．８５）より報告数は増加し、例年よりやや高いレベルで推移しています。 

腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ１５７）の届出が３件ありました。引き続き発生動向に注意が必要です。 
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【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第４０週注目疾患 

第４０週報告数第１位
１０月１５日は「世界手洗いの日」

公益財団法人日本ユニセフ協会等により、毎年10月15日は「世界手洗い

の日」（Global Handwashing Day）と定められています。 

これから年末に向け、RSウイルス感染症及び感染性胃腸炎等が流行する

ことが推測されます。是非この機会に、感染症予防の基本である「毎日の手

洗い方法」について見直してみましょう。 

手を洗うタイミング 
①帰宅時 

②トイレの後 

③食品を取り扱う時 

④食事の前 

⑤咳やくしゃみを手で押さえた後 

⑥オムツ交換時 など 

手を洗う箇所 
①手のひらと手のこう 

②爪のすきま 

③親指のまわり 

④指の間 

⑤手首  
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